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主体的に考え実行し成果を上げる二学期 

これからの社会に貢献する 

人間性豊かで品格あるたくましい人を育てる 
 

校長 村上 昭夫 

 

〇晩秋の候 

 秋も深まり、冬がそこまで来ている感がある今日この頃です。主体的に考え実行し成果

を上げる二学期として、一層、生徒は前向きに落ち着いて学習を進めています。各教科の

授業は、生徒にとってより良い授業を目指しています。 

新型コロナウイルス感染防止対応を踏まえながら、学習の様子や教師の指導の様子を保

護者の皆様にご覧いただく機会を今後作っていこうと計画しています。 

 

●本校では「これからの社会に貢献する人間性豊かで品格あるたくましい人」について、

１１の生徒像を示しています。 

 

■その「９」は、「自分の住む町を愛し、地域の行事に進んで参加したり、地域に積極的に

貢献したりする」です。昨年は「４大ボランティア」と銘打って、地域行事に積極的に参

加して地域の方々や保護者の方々との触れ合いの中、社会性をはぐくみながら地域への貢

献を微力ながら図ってきました。 

今年は新型コロナウイルス感染防止対応により行事の中止もあって実現していません。

「貢献する」体験として、１１月２日に、新生徒会役員に依頼し、「給食に出すミカンを収

穫しよう！」プロジェクト（ＺＥＫＫＯＣＨＯプロジェクト）を実施しました。（別項参

照）いろいろ考えてできる取り組みを進めて参ります。 

 

◆「４」には、「困難なことにくじけず、何事にも根気強く最後までやり遂げる」を挙げて

います。変化の激しい社会の中で、「たくましく」生きる力が必要だと考えます。教育活動

においては、理念の一つとして「全校体制で教育的配慮ある生徒優先の教育活動を展開す

る。」ことを挙げ、教員も「生徒の手本となり、チームワークを発揮して冷静な判断力で対

話的に指導すること」を目指しています。生徒の思いを受け取り、生徒に寄り添う指導を

心掛けています。同時に、「少々の困難に出会っても前向きに物事をとらえ解決していく」

気持ちを生徒にもたせ、力をつけさせることが重要だと感じています。周囲にいる人たち

を信じて、困難を乗り越えようとする力を付けられるよう「困難なことにくじけず、何事

にも根気強く最後までやり遂げる」経験を積ませたいと思います。 

 

○結びになりましたが、今後とも本校の教育活動にご理解ご協力をお願い申し上げます。 



 

 

ZEKKOCHO プロジェクト  
   「給食に出す石川台中ブランドミカンを収穫しよう！」 
 

11 月 2 日（月）昼休みに、ZEKKOCHO プロジェクトが実施されました。今回は、新

生徒会役員が活動し、校庭のミカンを収穫しました。短時間の作業でしたが、なんと約300

個のミカンを収穫することができました。 

  

みんなで「石川台中ブランドミカン」の自然の味を楽しみましょう！！ 

 

 

 
    

 

★生徒会選挙  10月 16日（金） 
 

生徒会役員選挙が行われました 
 

生活指導部 生徒会担当 樋口 彩 

 

１０月１６日（金）６時間目に生徒会役員選挙立ち会い演説会が行われました。生徒会

長に１名、生徒会役員に５名と各専門委員長に７名、合わせて１３名が立候補し、朝のあ

いさつ運動への参加や放送での所信表明演説を行いました。そして立ち会い演説会当日、

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のために、リモートによる演説が行われました。

立候補者とその応援演説者はカメラの前で堂々と演説を行い、リモートで見ている生徒は

演説後に大きな拍手を送っていました。その後の投票は各クラスの廊下で行われました。

今年も大田区選挙管理委員会事務局より、実際に選挙で使われる本物の記載台と投票箱を

お借りし、それを使って投票を行いました。１年生からは新しく見る投票箱に驚きの声も

上がっていました。 

今回の生徒会役員選挙は、例年と変更点が多い中で選挙管理委員がしっかりと選挙運動

の運営を担いました。投票までの準備やリハーサル、そして当日の司会進行など非常に頼

もしい様子でした。 

さて、選挙結果は１０月１９日（月）に掲示にて全校生徒に発表され、晴れて新生徒会

役員と委員長が決定いたしました。今まで石川台中学校の歴史を築いてきた３年生は、確

かに１，２年生へとバトンをつなぎました。３年生の皆さん、本当にお疲れ様でした。 

学校でのできごと  その 1 

行事の振り返り 



 

ＯＴＮ (おとうさんネットワーク)ペンキ塗り 
 生徒のみなさんを応援しようと、毎年恒例となったOTNによる校舎外回りのカベのペン

キ塗り。OTNは、本校父母と教師の会のサークルの1つで、石中に関係する様々なことを

お手伝いしてくれるのです。今年もたくさんの方が参加してくださり、石中の壁面がとって

もキレイに明るくなりました。感染症対策を施しながらの重労働は、本当に大変だったこと

と思います。OTNのみなさま、どうもありがとうございました！！ 
 

 

 

かわいい侵入者！？ 

10月のある日の授業中のこと。廊下の様子がおかしいのでどう 

したのかと事務さんにたずねてみると、校舎内に侵入（？）した者 

がいるとのことでした。慌てて教員室から出てみると、侵入者はな 

んと、鳩だったのです！！鳩はまるで置物のように静かに校長室の 

表示のところに止まり、周囲の様子をうかがっているようでした。 

校長先生が出張で校内にいらっしゃらないことを知っていたのかも 

しれません。 

 鳩の狙いが何なのかわかりませんでしたが、このままではやはり 

危険です。どうしたものか…。 

 そこに現れたのが3年A組担任の依田先生と、副校長アシスタ 

ントの飯島先生です。お二人は、鳩が生徒のいる教室内に入ってし 

まわないよう、そして鳩が傷を負わないよう、細心の注意を払いな 

がら網で捕獲することを試みました。 

そして格闘（？）すること約1分。鳩は無事に一階の非常口から 

外へ飛び立っていきました。 

 石川台中は、鳩にとっても居心地の良い場所だったのかもしれま 

せんね。 

                 （副校長 小菅みちる） 

保護者も大活躍！！ 

学校でのできごと   その 2 


